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新
潟
の
日
本
酒
が

お
い
し
い
ワ
ケ

そ
も
そ
も
な
ん
で
？

そ
も
そ
も
な
ん
で
？

日
本
酒
イ
ベ
ン
ト

ほ
ろ
酔
い

ほ
ろ
酔
い

ペ
ア
リ
ン
グ
術

プ
ロ
に
聞
く
！

プ
ロ
に
聞
く
！

自
慢
の
銘
酒

市
内
市
内
１５１５
酒
蔵
が
教
え
る

酒
蔵
が
教
え
る

日本酒造青年協議会が日
本酒文化の普及に貢献す
る人に与える酒サムライ
の称号を持つ村山和恵さん。
日本酒学講師として活躍
するほか、日本酒を楽し
むための女性コミュニティ
「にいがた美

び

醸
じょう

」の代表。
日本酒文化の魅力を発信
している。

営業時間　9時～17時　
駐車場　30台（大型バスも可）

【酒蔵見学】
 予約 　�同酒造ホームページ=2面 =

から要予約
 料金 　無料　
※�10人以上の団体・英語ガイドは有
料、試飲有料コースあり

 所要時間 　約30分　

　
　

  

酒
造
り
に
恵
ま
れ
た
気
候
風
土

　

新
潟
は
冬
の
積
雪
が
地
下
水
と
な
る
こ

と
か
ら
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
の
少
な
い
良
質
な

軟
水
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
軟
水
仕
込
み

の
酒
に
は
、
冬
の
安
定
し
た
低
温
環
境
が

欠
か
せ
な
い
条
件
で
、
口
当
た
り
が
や
わ

ら
か
く
繊
細
な
味
わ
い
の
日
本
酒
に
な
り

ま
す
。
良
質
な
水
と
肥ひ

沃よ
く

な
土
壌
で

「
五
百
万
石
」や「
越こ
し

淡た
ん
れ
い麗

」と
い
っ
た
新
潟

を
代
表
す
る
酒
米
が
育
ち
、
特
に
五
百
万
石
は
す
っ
き
り
と
し

た
味
わ
い
を
生
み
出
し
や
す
く
、
新
潟
の
酒
造
り
に
は
欠
か
せ

な
い
品
種
で
す
。
こ
の
よ
う
に
高
品
質
な
水
と
米
を
生
み
出
す

新
潟
の
気
候
風
土
に
よ
っ
て
、「
新
潟
淡
麗
」と
言
わ
れ
る
お
い

し
い
日
本
酒
が
造
り
出
さ
れ
ま
す
。

　
　

  

越
後
杜と
う

氏じ

の
優
れ
た
技
術

　
新
潟
の
酒
造
り
の
職
人「
越
後
杜
氏
」に
は
、
冬
に
全
国
へ
出

稼
ぎ
に
出
て
腕
を
磨
き
、
日
本
有
数
の
酒
造
技
術
者
集
団
に
成

長
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
人
材
育
成
と
品
質
の
向
上
を
目
指

し
て
設
立
し
た
、
新
潟
県
独
自
の
醸
造
試
験
場
や
清
酒
学
校
に

よ
っ
て
若
い
世
代
に
も
優
れ
た
技
術
が
受
け
継
が
れ
、
安
定
し

て
高
い
品
質
の
日
本
酒
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

  「
食
中
酒
」と
し
て
楽
し
め
る「
淡
麗
」な
味
わ
い

　
新
潟
の
日
本
酒
に
多
い
、
す
っ
き
り
と
キ
レ
の
あ
る
味
わ
い

は
、料
理
の
味
を
引
き
立
て
、白
身
魚
の
刺
身
や
だ
し
の
利
い
た

薄
口
の
料
理
な
ど
と
よ
く
合
い
ま
す
。
ひ
と
口
に「
新
潟
淡
麗
」

と
い
っ
て
も
、
産
地
に
よ
っ
て
香
り
も
味
わ
い
も
さ
ま
ざ
ま
。飲

み
比
べ
て
好
み
の
お
酒
を
見
つ
け
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　
飲
み
比
べ
て
お
気
に
入
り
の
１
本
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

見
学
で
き
る
蔵
も
あ
る
の
で
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。　

※
五
十
音
順
で
掲
載
。Ｈ
Ｐ
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

酒
蔵
探
訪

蔵
元
の
こ
だ
わ
り
に
触
れ
よ
う

蔵
元
の
こ
だ
わ
り
に
触
れ
よ
う
　
新
潟
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
に
あ
り
、
酒
蔵
見
学
や
試
飲
が
で

き
る
今
代
司
酒
造
を
紹
介
し
ま
す
。
酒
造
り
の
現
場
を
の
ぞ

い
て
み
ま
し
ょ
う
。
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か
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乃
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石い
し
も
と本
酒
造
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３
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ぽ
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越え
ち
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造
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創
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４
年（
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７
６
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岡
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錦に
し
き
ご
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今い
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タ
マ
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も
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９
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２
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５
月
～
９
月
金
曜
の
み
蔵
見
学
可

（
前
日
ま
で
に
電
話
で
要
予
約
）

代
表
銘
柄 

願ね
が
い
び
と人

塩し
お
か
わ川
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造
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９
９
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９
年
）

住

所 

西
区
木
山
２
４-

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
５-

２
３
９-

２
０
４
６

●�

蔵
見
学
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上
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酒
造
Ｈ
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か
ら
要
予
約
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代
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銘
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し
じ
ふ
ぶ
き
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吹
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か

野の
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造

創
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明
治
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１
８
８
５
年
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住
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０
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●
蔵
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か
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要
予
約
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代
表
銘
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た
か
ら
や
ま

た
か
ら
や
ま

醸
造

創

業 

寛
永
16
年（
１
６
３
９
年
）

住

所 
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８
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３
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Ｅ
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７
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代
表
銘
柄 

峰
乃
白
梅

峰み
ね

乃の
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く
ば
い梅
酒
造

創

業 

昭
和
23
年（
１
９
４
８
年
）

住
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秋
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な
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越
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ゆ
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創
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令
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０
２
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日
本
酒
の
特
徴
と
料
理
の
味
わ
い
を

合
わ
せ
、
互
い
の
お
い
し
さ
を
引
き
立

て
る
こ
と
を「
同
調
」と
い
い
ま
す
。こ

の
考
え
方
を
使
っ
た
日
本
酒
と
料
理
の

組
み
合
わ
せ
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
日
本
酒
を

テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
特
設
サ
イ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　酒どころ新潟市の楽しみ方
を紹介するガイドブックを12
月上旬に発行します。酒旅プ
ランの参考にお薦めです。
※新潟市ホームページから閲覧でき
るほか、観光案内センター、宿泊施
設、区役所などで配布。表紙デザイ
ンは変更する場合があります

薫
くん

酒
しゅ

フルーティーで
香りの高いタイプ

主に

大吟醸酒系
吟醸酒系

タイのカルパッチョ
軽やかな前菜や柑橘類を使っ
た料理とよく合います。

醇
じゅん

酒
しゅ

米の旨味を感じる
コクのあるタイプ

主に

純米酒系

桜エビとアボカドの
クリームピザ

塩分の効いた料理や乳製品
ともよく合います。

熟
じゅく

酒
しゅ

濃厚な
熟成タイプ

主に

長期熟成酒系
古酒系

ブルーチーズの蜂蜜添え
スパイスの効いた料理や発
酵食品などとよく合います。

爽
そう

酒
しゅ

軽快でなめらか
なタイプ

主に

普通酒系
本醸造酒系

冷ややっこ
素材の味わいを活かした料
理とよく合います。

　
「
少
し
で
も
日
本
酒
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」と
蔵
見
学
を
続
け
る
江
戸
時
代

創
業
の
老
舗
。
新
潟
県
産
の
米
と

菅
名
岳（
五
泉
市
）の
天
然
水
を
使

用
し
、全
国
で
も
珍
し
い
ア
ル
コ
ー

ル
を
一
切
添
加
し
な
い
全
量
純
米

仕
込
み
の
酒
造
。
日
本
酒
文
化
を

国
内
外
に
広
め
る
た
め
、
英
語
ガ

イ
ド
に
よ
る
酒
蔵
見
学
を
行
う
な

ど
積
極
的
に
海
外
観
光
客
も
受
け

入
れ
て
い
る
。

１
酒
造
り
の
工
程
を
学
ぶ

　

酒
造
り
だ
け
で
な
く
、
日
本
酒
の
基

礎
知
識
や
歴
史
な
ど
も
解
説
し
て
く
れ

ま
す
。
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

2
ギ
ャ
ラ
リ
ー
見
学
で
歴
史
に
触
れ
る

　

こ
れ
ま
で
に
販
売
し

た
商
品
や
昔
の
酒
造
り

の
道
具
な
ど
が
並
ぶ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
エ
リ
ア
。

老
舗
な
ら
で
は
の
歴
史

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

3
試
飲
＆
買
い
物
を
楽
し
む

　
見
学
の
最
後
は
、
日
本
酒
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
試
飲
タ
イ
ム
♪�

季
節
の
お
酒
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

併
設
の
直
売
店
で
は
、

気
に
入
っ
た
銘
柄
を

購
入
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

今
代
司
酒
造酒

蔵
見
学
を
し
よ
う

 ▲�甘酒(ノンアルコール)の試飲もあるの
でお酒が苦手な人も楽しめます

るるぶ特別編集
「新潟市 ‒日本酒に出合う旅」発行

酒造りが本格化している酒造りが本格化している
今は実際の仕込み作業も今は実際の仕込み作業も
見学できるかも！?見学できるかも！?

直売店店長
横山 祐太郎 さん

　西蒲区岩室地区のたからやま醸造の日本酒と岩室
温泉の伝統、旬の料理を堪能できます。

時間　17時半～20時半
場所　高志の宿 髙島屋(西蒲区岩室温泉)
定員　先着80人
料金　13,000円
申し込み　�特設サイト=右下=

から申し込み
問 同宿(☎0256-82-2001)

酒とごちそう　「いわむろの宴
うたげ

」

12/７日

酒サムライ
酒サムライにに聞きました
聞きました

村山 和恵 さん

問い合わせ・申し込みの際は電話番号のかけ間違いがないよう注意してください 広告掲載の申し込みは（株）ウィット（☎072-668-3275）へ、１枠（7.3㎝×12.1㎝）163,000円（税込、制作料別途）。掲載した広告についての問い合わせは各広告主へ

特　集特　集


